
ニュースレターは今号が合併号となりますので次回は９月１５日頃の発行となります。
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お盆休業日のお知らせお盆休業日のお知らせお盆休業日のお知らせお盆休業日のお知らせお盆休業日のお知らせ
８月１2 日（火）～８月１6 日（土）　Ａｎｇｅはお休みとなります。　

　休業期間中の緊急連絡先は下記となりますのでよろしくお願い致します。
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　７月７日～１１日は避難訓練週間でした。
今回は火事を想定して近くの駐車場まで避
難する訓練です。 雨などで訓練ができない
日もあり、 火事になったときクイズの動画
を見る日も設けました。 服部では、 数年間
「行かない！」 と言って避難せずに部屋に
残っていた子がいました。 しかし今年は自
ら立ち上がり、 皆と同じタイミングで駐車
場まで避難することができました。 「すご
い！避難できたね～！」 とハイタッチを求
めると笑顔でタッチして、 自分で避難でき
た達成感を味わっていました。 Ange では、
地震や火事を想定して避難訓練を行ってい
ます。 普段からの訓練はとても大切で、 継
続して行うことにより、 もしもの時に命を
守ることができるのだとあらためて感じた
瞬間でした。

　Ａｎｇｅで掃除などに
使用する雑巾が不足し
ております。 古いタオ
ルや、Ｔシャツ (綿のも
の）などご不要なもの
がございましたらお持
ち下さい。 ご協力よろ
しくお願い致します。

いつもありが
とう

　　　　ござい
ます。

１枚からでも
　　　大歓迎です。

　今年の夏祭りは９/２３ （火） に開催が決定致しました。

Ange ・ Ange west 両事業所の子どもたちで 1 時間ほど夏祭りを

楽しむ予定です。 今回は祝日での開催になりますので、 利用日

でない子たちの参加も募集しております。 参加ご希望の方は各

事業所までご相談ください。 沢山のご参加お待ちしております。

　夏祭りについてお知らせ
沢山の参加

待ってるよ♪

郡　奈美

開催しました。開催しました。「感染症対策研修会」「感染症対策研修会」
　７月４日「食中毒予防について」第１弾感染症対策研修を
行いました。
どのような所に菌があるのか、どのように菌が増えていくの
かなどをお話していただきました。食中毒を防ぐには、つけ
ない (清潔 )・ふやさない (迅速、温度管理 )・やっつける (加
熱、消毒 )だそうです。さっそくスタッフミーティングで手
の洗い方やアルコール消毒の方法、おやつの作り方、お茶の
ポットやコップなどの消毒の方法や頻度の確認を再度しまし
た。食中毒を出さない為に、研修会で確認したことをこの夏
も実施していきます。 

駐車場まで避難だ！

くつは外に出てから
はきます♪

内閣府より障害者
権利条約に批准

　6月 18 日、朝日新聞のデジタル版に、Ange の性教育の
実践が紹介されました。詳しくは同封の記事をお読みく
ださい。紙面の掲載はこれからです。（もし、購読されて
いる方がいらっしゃいましたら、「子どもへの性暴力」の
連載が始まりましたら、気にかけてご覧ください。）
　昨年夏、“人間と性”教育研究協議会の全国大会で実践

を発表した際に、講演会の講師でもあり記者の大久保まきさんが聞いてくださり、インタビューの申し込みを受
けました。たくさんの仲間が様々な教育現場や福祉事業所等で実践をしている中、聞いていただけたことは本当
にラッキーだったと思います。
　記事の中で「反対した上司」について、このニュースレターの場を借りて補足したいと思います。
　2014 年に千住真理子氏の「生活を豊かにする性教育」が発刊されてから、年 2回研修会に通うたびに、指導員
には学びをシェアしました。そして、同じように上司にもシェアをし、性教育の必要性を伝えますが話し合いは
いつも平行線、それが 3年ほど続きました。その理由は彼女が重度知的障害者（男性）の保護者だったこともあ
ります。
　今は一番の理解者ですが、彼女自身も私と同様、性教育を学んできていない世代です。しかも当事者の保護者
ということで、障害児者の性行動に対して教員や支援者、仲間から心許ない言葉を聞いたり投げかけられている
事実を知っていました。
　【性教育＝性の問題行動を助長するのではないか？】この心配は、彼女の息子を周りから奇異の目を向けられ
る事を意味していました。またそれを、事業所に通う子どもたちが受けるかもしれない、強いては私が行おうと
している性教育についてもバッシングがあるのではないか、法人として、実施する私を守ることができるのだろ
うか？という、心配でした。
　例えば、法人内でセルフプレジャー（自慰行為）を肯定的に捉えたとしても、それはこの法人内にいる間だけ。
一歩【外＝無理解の世界】に出たら不適切行動になってしまいます。だから私たちは時間をかけて丁寧に彼らの
性に向き合っていくのですが、これがまだまだ理解されていないの世の中です。彼女にはそんな葛藤があったと、
新聞掲載を機に話してくれました。

　しかしその心配は、性教育を実施し子どもたちが楽しく、青年たちは前のめりになって参加している姿や、変
わっていく様子を目の当たりにすることで払拭され、性教育を実施することの大切さや広めていく事の必要性を
感じてくれています。また、人として当たり前の権利を親だからという理由で奪ってしまっていることにも気づ
いたそうです。今は、一番の理解者であり（ここは何度も強調します笑）、性教育に欠かせない教材作りや購入
にも理解を示してくれ、職場でも普通に性の話ができる様になりました。そして何よりも彼女自身も息子の性を
おおらかに受け止める様になった事、そして誰よりも性教育の必要性を周りに伝え続けてくれています。

　性教育を実施することに対して、難色を見せる保護者や管理者、指導員は少なくないと思います。
学校現場においては性の行動に困っていながらも、管理職や同僚の同意が取りにくことがあると
聞きます。そう考えると、私は思う存分楽しい性教育が実施できることはとても幸せだと感じます。
性教育を受けることは障害者権利条約でも権利として認められています。そして日本はそれに批
准しています。これからは少しでも、豊かで幸せな生活を送るために安心して参加できる場を増
やしていきたいと思います。


